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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・下斗米　悟様～点滴8/15までとなっている為、金Drへ継続するか確認。現時点で食事摂取出来ている為、継続せずに処方分で一旦終了となる。
・木村　美智子様～排便-7日目、ケンエーG浣腸1本処方となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中ホールにて書き物をして過ごされている。強要行為や飲水行為はなく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。幻聴や妄想に左右された発言無く対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～終日隔離中。10時～16時の開放観察実施。開放中ホールにて過ごされている。飲水行為や妄想発言無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　龍矢様～不穏や興奮による身体損傷リスクなくなったため、10:30身体拘束解除。拘束解除後も突発的に興奮が生じる可能性がある為、10:30終日隔離開始となっている。自室にて臥床して過ごされている。時折帰宅要求あるが、過度となることや不穏さは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。左上肢の浮腫持続。声掛けには頷きで返答しているが、発語は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・下斗米　悟様～自室にて臥床して過ごされている。指示の点滴はトラブルなく施行。口渇感の訴えあるが、他離脱症状の訴え無し。
